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１．概要（Summary）

比強度・比剛性に優れる炭素繊維強化プラスチック

（Carbon Fiber Reinforced Plastic : CFRP）の中でも靭

性・加工性・量産性に優れる熱可塑性樹脂を母材とした

CFRP （ Carbon Fiber Reinforced Thermoplastic : 
CFRTP）は航空宇宙分野への工業製品への適用に向け

て，長期信頼性の確保が必要であり，そのために損傷，

破壊機構の解明は必須である．その中でもの最初期の損

傷であるトランスバースクラックの発生・進展のメカニズム

の解明は必要不可欠となってくる．そこで初期損傷を評

価する方法について技術相談を行い，試験片端面のレプ

リカを採取し，AFM を用いてそのレプリカを観察する方法

で，トランスバースクラックの発生起点近傍の評価を行うこ

ととした．そのためレプリカの作製方法について検討す

ることとした．

２．実験（Experimental）

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞

３．結果と考察（Results and Discussion）

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞

４．その他・特記事項（Others）

なし。

５．論文・学会発表（Publication/Presentation）

なし。

６．関連特許（Patent）
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